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1. 背景と目的 

マウスの脳内の神経活動を蛍光タンパク質

等によって可視化し, 自由行動下で計測する

ため刺入型の超小型蛍光 CMOS イメージセン

サ[1], および, イメージセンサ上に搭載可能

なレンズレス蛍光イメージング用フィルタを

開発した. この高性能フィルタの特徴を活か

し, フロントライト構造をとることで, 刺入型

蛍光イメージングデバイスの蛍光検出性能を

向上できる可能性がある. Fig. 1 に提案するデ

バイス構成を示す. イメージセンサ上に励起

光用の導波路を配置し, 観察領域で散乱させ

ることで観察対象に照射する. 本研究では, フ

ロントライト構造のパターン作製及びパター

ンによる散乱光の評価を目的としている.  

2. 散乱パターンの作製 

 Fig. 2 に試作したパターンを示す. 光導波路

として厚さ50 μmのカバーガラスを用い, 永久

フォトレジストの SU-8を用いて約 10 μm厚の

市松模様パターンを形成した. 正方形形状の

寸法は45 μmであり, 適用するイメージセンサ

画素ピッチである 7.5 μmの 6倍となっている.  

3. 光路観察実験 

イメージセンサに対面させて配置することを

想定し, SU-8 のパターンと反対面に底面を取

り除いたキュベットを接着し, ウラニン(フル

オレセイン Na)水溶液を満たした. キュベット

による散乱を防ぐため, キュベット側面には

黒色のレジストを塗布した. 励起光源として, 

波長 473nm のレーザー光をシングルモードフ

ァイバー(NA:0.12-0.14)を通してカバーガラス

側面より入射し, 観測を行った.  

 レーザー光を入射したときのウラニン水溶

液の発光を側面から撮影したものを Fig. 3 に

示す. カバーガラス内を伝搬するレーザー光

が図中下面 SU-8のパターンによって散乱され, 

水溶液中を一定の角度で進んでいることが確

認された. イメージセンサに搭載する励起光

除去フィルタは干渉フィルタと吸収フィルタ

で構成されており, 入射角に対して高反射率

となるように設計することで高い励起光除去

性能を実現可能となる[2][3].   

Fig. 1 Experimental system.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Photograph of checkered pattern 

Fig. 3 Photograph of light emission from the 

checker pattern fabricated on the cover glass.  
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